



























【結　果】口腔内と異なり ,糞中の C. albicans
は感染42日後でも菌数が減少することなく検出
が持続した。さらに腸管における C. albicans 菌
数を増加させるために炎症性サイトカインに対す
る抗体を C. albicans 感染マウスに腹腔投与した。
IL-1抗体を投与した場合は IL-6抗体を投与した
場合と比較して糞中の菌数は有意に増加した。
　マウスの糞中から検出された C. albicans が，
腸内に常在していた可能性も考えられた。そこで,
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【考　察】本結果から ,IL-1抗体の投与が腸管内
への C. albicans の定着促進に有用であると共に
IL-1がカンジダ症の感染防御に極めて重要なサ
イトカインであることが示された。今後は腸管内
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